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アンコール・ワットのアンコールとは「王
都」、ワットとは「寺院」のことを示します。ヒンドゥー教
の神であるヴィシュヌ神を祀る寺院、そして王の墳墓
として建てられました。すべて石造りで、左右対称の
巨大な寺院、はクメール建築の最高傑作といわれて
います。周囲は環濠に囲まれており、中には参道や
回廊、中央塔、そして回廊の壁には緻密な壁画があ
ります。

シェムリアップは街の規模としては小さいが、アンコール遺跡群を
回る拠点として欠かせない重要な位置にある。市街地を中心に、北にはア
ンコール遺跡群、東にはロリュオス遺跡群、そして南にはインドシナ最大の
湖であるトンレサップ湖が広がり訪れる観光客は後を絶たない。外国人向
けのリゾートホテルやレストランが続々と建ち並び、遺跡観光の町として成
長を続けるシェムリアップ。世界が注目する小さな街は、ゆったりとした時の
流れの中、訪れる人々に安らぎをもたらしてくれる町でもある。

タ・プロームとは「梵天の古
老」を意味し、ジャヤバルマン七
世が母のために建てた仏教寺院
です。この遺跡は発見当初の姿
に近い状態にされています。長
年放置されていた遺跡にはジャ
ングルの樹木、スポアン（ガジュ
マルの一種）が絡みつき、成長す
るに従って遺跡は完全に覆い尽
くされました。自然の驚異をまざ
まざと感じさせられます。

バンテアイ・スレイ
シェムリアップから約３５ｋｍ（片道）

アンコールトム
シェムリアップから僅か８ｋｍ

カンボジアの中央に広がる東南
アジア最大の湖がトンレサップ
湖です。トンレサップ湖は雨期と
乾期でその大きさが大きく異な
り、雨期は乾期の３倍もの大き
さになります。そのため、元陸地
であったところが水につかり、大
量 にプランクトンが発生し、そ
れを主食にしている淡水魚も大
量 に発生します。乾期には、水
のひいたあとに堆積した土が養
分を大量 に含んでいるため、
農地として利用されています。ト
ンレサップ湖は、カンボジアの
人々の食生活を支えている重要
な湖といえます。


